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緒言緒言緒言緒言     

歯 科 口 腔 領 域 において，時 として外 科 処 置 における縫 合 時 に吸 収 性 縫

合糸 が用 いられる．その代 表 としてグリコール酸／乳酸 ポリエステルがある．し

かし，その生 体組 織内 での詳 細 は明 らかにされていない．そこで埋 入 部 に増

殖 する肉 芽 組 織 細 胞 の詳 細 な消 長 と細 胞 供 給 元 を追 究 するために G FP

骨髄移植 ラットの実 験系 を用いて検討 した．  

 

材料材料材料材料 とととと方 法方法方法方法     

実験動物には G FP 骨髄移植 ラットを用 いた．用 いた吸収性縫合糸は，グ

リコール酸 ／乳 酸 ポリエステル縫 合 糸  2  種 Vi c r y l ®
（以 後 V と記 す）と，

Vi c r y l  r a p i d e ®
（以 後 Vr と記 す）”である．  ラットの背部皮下組織内に縫

合糸 を束状にして埋入 した後 ，最大 6 か月後 まで病理組織学的に検討 した．

さらに一部の標本については免疫組織化学的染色 （以 後 IH C と記 す）も行

った．  

 

結結結結 果果果果     

Vi c r y l ®  に対する組 織反応 としては，2 週例では，縫合糸は空隙 として観

察 され，周囲にマクロファージ（以 後 Mφと記す）と異 物巨細胞 （以 後 FBG C 

と記 す）が増 殖 していた．増 殖 組 織 の最 外 層 には線 維 性 被 膜 が形 成 されて

いた．1 か月後においては，縫合糸の空隙 は小 さくなり，代 わってその部 を M

φが埋めていた．さらに FBG C は細胞 1 つの大 きさはより大 きく，核 の数 も増

加 していた．3 か月では，Mφの塊があった．6 か月でも，増 殖 した細胞塊が

残 っていた． IH C では G FP について，埋入 2 週の増殖 した Mφと FBG C は

すべて G FP 陽性であった．埋入 1 か月後には Mφともに一部の線維芽細

胞が G FP 陽性 を示 した．  3 か月後 ，Mφの残渣は G FP に陽性 を示 した．6

か月においても同様であった．  

Vi c r y l  r a p i d e ®  
では，2 週間後では縫合糸の形状の空隙があり，周 囲 に

は Mφが増殖 していた．そして FBG C と線 維芽細胞は疎 らに認められた．1

か月では Mφが泡沫状 を呈 しており，大 小様々な白 く抜 けた空隙 があった．

そして線維芽細胞の数は減少 し FBG C はほとんどみられなかった．3 か月で



は多少縫合糸に対 して増殖 した細胞残渣が存在 していた．6 か月では明確

な組織 を摘出することができなかった． IH C は G FP については埋入 2 週の

縫合糸の形状の空隙の周囲にある Mφと FBG C はすべて G FP 陽性であっ

た．  1 か月では泡沫状を呈した Mφが G FP 陽性 を示 した．  3 か月では

多少縫合糸に対 して増殖 した細胞の残渣 と考 えられる塊 が G FP に対 して陽

性 を示 した．  

 

考察考察考察考察     

今 回 の実 験 において，埋 入 した吸 収 性 の縫 合 糸 に対 して，そのいずれに

おいても肉芽組織の増殖があった．しかし，この反応は V において強 く現 れ，

Vr では極めて弱かった．これは V が生体内で徐々に分解 される時 に時間が

掛 かり，少 なくとも一 部 で貪食 によって処理 される為 であることが推 察 された．

一 方 ，Vr は貪食 ではなく，その初 期 から加 水分解 によって低分子化 され生

体内で溶解 し，吸 収によって処理 されるからであろう．  

V と Vr は同 じ化学構造かつ糸の立体的構造であるにも関 わらず吸収速

度が異 なる．これは両者で滅菌過程が異 なっているためだと考 えられる．V は

ガス滅菌であるのに対 して Vr は放射線滅菌が施 されている．放 射線 を照射

されることにより縫 合 糸 が分 解 されやすくなり，その結 果 吸 収 速 度 が速 くなっ

ていると推測 される．  

G FP について IH C に検討 した結果 ，縫 合糸 を埋入 した部位に増殖 した

肉芽組織の細胞はほぼすべて G FP 陽性であった．そして肉芽組織内には，

極 めて少 量 の線 維 芽 細 胞 と膠 原 線 維 が介 在 しており，その線 維 芽 細 胞 の

一部は G FP 陽性だったが，大半は陰性 であった．これらの細胞は短期間に

多 量 に増 殖 したので，その場 での分 裂 ・増 殖 だけでなく，骨 髄 から供 給 され

ていることが明 らかとなった．  

 

結論結論結論結論     

今回の実験において V と Vr のいずれにおいても Mφ主体の組織増殖が

あった．この反応は V の方が強 く現 われ，Vr では弱かった．これは V と Vr の

滅菌方法が異 なり，Vr は滅菌過程において放射線 を照射 されるため分解 ・



吸収 されやすいためである．そしていずれにおいても発 現 した肉 芽組織 の M

φと FBG C，さらに一 部の線維芽細胞は G FP に対 して陽性 を示 したことから

骨髄から供給 されていることが明確 となった．  



緒 言  

 

医 療 の 現 場 にお い て ，生 体 の内 部 に用 い られ る 縫 合 糸 はそ の 用 途 の 違 い

によって多 くのものが供 給 されている．歯 科 口 腔 領 域 においても，時 として外 科

処 置 における縫 合 時 に吸 収 性 縫 合 糸 が用 いられる．これら多 くの吸 収 性 縫 合

糸 は化 学 的 な高 分 子 化 合 物 によって作 成 されており，その代 表 的 なものとして

グリコール酸 ／乳 酸 ポリエステル（ポリグラチン）によるものがある
1 - 3 ）

．これら縫 合

糸 の分 解 や吸 収 によって消 失 する過 程 において当 然 異 物 反 応 が出 る事 は想

像 できるのであるが，そのデータに関 しての詳 細 は公 表 されていない．また両 者

について臨 床 的 視 点 から比 較 した報 告 はされているが，組 織 反 応 について比

較 検 討 したものは著 者 が調 べた限 りでは確 認 できなかった．そこで今 回 は肉 芽

組 織 におい て 増 殖 したマク ロフ ァ ージと 異 物 巨 細 胞 ととも に、それ 以 外 の線 維

芽 細 胞 の供 給 先 を確 認 するために GFP 骨 髄 移 植 ラットの実 験 系 を用 いて，2 

種 の吸 収 速 度 の異 なる縫 合 糸 に対 して出 現 する異 物 肉 芽 腫 に関 しての経 時

的 組 織 変 化 の違 いを明 らかにするために本 実 験 を行 い，若 干 の知 見 を得 たの

で報 告 する．  

 

 

実 験 材 料 および方 法  

 

実 験 動 物 には GFP 骨 髄 移 植 ラットを用 いた．すなわち 5 週 齢 雌 性 SD ラッ

ト（Charles  River  Laborator ies  Japan,  Inc ,  Yokohama,  Japan），および

同 系 の 6 週 齢 雌 性 GFP ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク ラ ッ ト SD-Tg （ CAG-EGFP ）

（Shimizu Laboratory Suppl ies ,  Kyoto ,  Japan）を用 いて，GFP 骨 髄 移

植 ラットを作 製 した．ラット由 来 骨 髄 細 胞 の調 製 は，GFP トランスジェニックラット

動 物 をエーテル麻 酔 下 にて屠 殺 して大 腿 骨 および脛 骨 を摘 出 し，軟 部 組 織 を

可 及 的 に 除 い た 後 ， 骨 髄 細 胞 を 採 取 し た ． 骨 髄 細 胞 は 抗 生 剤 を 含 む

RPMI1640 培 地 で洗 浄 後 ，HBBS に置 換 ，GFP ラットと同 系 の 5 週 齢 雌 ラッ

トに 10 Gray の X 線 照 射 を行 った後 ，尾 静 脈 から 1×10 7  個 以 上 の骨 髄 細

胞 を移 植 した．骨 髄 移 植 の 4 週 間 後 の移 植 骨 髄 の生 着 したラットを用 いた（図



1）．吸 収 性 縫 合 糸 はグリコール酸 ／乳 酸 ポ リエステル縫 合 糸  2  種 Vicryl ®

（以 後 V と記 す）と，Vicryl  rapide ®
（以 後 Vr と記 す）”（Johnson & Johnson 

株 式 会 社 ，  東 京 ）を用 いた（図 2）．両 者 の違 いは生 体 内 での吸 収 期 間 と滅

菌 方 法 である．  

GFP 骨 髄 移 植 ラットの背 部 皮 下 組 織 内 に縫 合 糸 を束 状 にして埋 入 した．

す なわ ち ，ペ ントバ ルビター ルの腹 腔 内 注 射 による 全 身 麻 酔 下 にラッ トの背 部

に剃 毛 した後 切 開 を加 え，同 部 皮 下 組 織 内 に埋 入 した．その後 ，創 部 を 2 針

縫 合 して実 験 を終 了 した．以 後 ，2 週 ，1 か月 ，3 か月 および 6 か月 後 に埋 入

部 組 織 を 一 塊 と し て 摘 出 し ， 10 ％ 中 性 緩 衝 ホルマ リ ンで 固 定 後 ，パ ラフ ィン

包 埋 切 片 とし，ヘマトキシリン－エオシン染 色 を施 し病 理 組 織 学 的 に検 討 した．

さらに一 部 の標 本 については免 疫 組 織 化 学 的 染 色 （以 後 IHC と記 す）も行 っ

た．  

IHC と し て は ， 標 本 を ク エ ン 酸 緩 衝 液 （ ク エ ン 酸 緩 衝 液 pH6.0 ， LSI  

Medience  Co,  Tokyo ,  Japan）を用 いてオートクレープ 121 ℃10 分 で処 理 し

た後 ，Prote in  Block  Sermfree（Dako Japan Co,  Ltd ,  Tokyo ,  Japan）を

用 い て 室 温 で 30 分 間 ブ ロ ッ キ ン グを 行 っ た ． 一 次 抗 体 と し て ，  Ant i -GFP 

ant ibody -  Chlp  Grade ab290（Abcam，Cambridge，UK;  1 /2000）を用

い 4 ℃で一 晩 にて反 応 させた．30 分 間 の抗 ウサギ免 疫 グロブリン抗 体 との反

応 後 ，PBS で洗 浄 ，DAB で発 色 させた．核 染 にはヘマトキシリンを用 いた．  

なお，本 研 究 は松 本 歯 科 大 学 動 物 実 験 委 員 会 （承 認 番 号 ：212-2）と岡 山

大 学 の動 物 実 験 ガイ ドライ ン（ 承 認 番 号 ： OKU-2018068 ） に従 い 計 画 し ，両

動 物 実 験 委 員 会 の審 査 ・承 認 のもと行 った．  

 

結 果  

 

Vicryl ®  に対 する組 織 反 応  

病 理 組 織 学 的 検 討 結 果  

埋 入 2 週 例 では，縫 合 糸 はその方 向 によって円 形 や紡 錘 形 の様 々な大 きさ

の空 隙 として 観 察 され ，周 囲 にマク ロフ ァー ジ（Macrophage:  以 後 Mφと記

す）と異 物 巨 細 胞 （Foreign body giant  ce l ls :  以 後 FBGC と記 す）が増 殖



していた．増 殖 した肉 芽 組 織 の最 外 層 には比 較 的 薄 い線 維 性 組 織 が形 成 さ

れていた（図 3-a）．縫 合 糸 周 囲 に増 殖 した Mφと FBGC の集 塊 の間 には，線

維 芽 細 胞 を含 む線 維 性 の結 合 組 織 が若 干 介 在 していた．1 か月 後 において

は， 縫 合 糸 の 空 隙 は 小 さく な り ， 代 わ っ て そ の 部 を M φ が 埋 め て い た ． さ らに

FBGC は細 胞 1 つの大 きさが 2 週 のものよりも大 きくなり，核 の数 も増 加 してい

た（図 3-b）．3 か月 では，Mφの塊 があった．（図 3-c）．そして 6 か月 でも，多 少

縫 合 糸 に対 して増 殖 した細 胞 と考 えられる塊 が残 っていた（図 3-d）．それは，

かなり少 なく，そして 小 さくなり ，核 の数 は 3 か月 のも のと比 較 し て減 少 してい

た．  

 

IHC の結 果  

GFP について，埋 入 2 週 の増 殖 した Mφと FBGC はすべて GFP 陽 性 であ

った．Mφは細 胞 膜 が GFP に濃 染 し細 胞 質 は GFP に淡 染 していた．核 はヘ

マトキシリンに染 まって いた．細 胞 内 部 には細 胞 質 を 圧 排 し貪 食 物 と思 われる

物 が認 められ，ヘマトキシリンに淡 く染 まった．FBGC は細 胞 膜 が GFP に染 まり，

細 胞 質 はヘ マ トキ シ リンに淡 染 し て い た．増 殖 し た肉 芽 組 織 の最 外 層 の線 維

性 組 織 は GFP 陰 性 であった（図 3-e）．埋 入 1 か月 後 には小 さくなった空 隙 に

増 殖 した Mφと線 維 芽 細 胞 を含 む線 維 性 組 織 の一 部 に GFP 陽 性 を示 すも

のもあった．Mφの細 胞 膜 と細 胞 質 は 2 週 のものよりも濃 染 した．細 胞 内 の貪

食 物 と思 われるものが 2 週 例 と異 なり GFP に対 して染 色 は薄 かった．FBGC は

2 週 例 と同 様 に染 色 されていた．3 か月 後 ，Mφの残 渣 は集 塊 の周 囲 は GFP

に濃 染 し，細 胞 質 は淡 染 していた．Mφの集 塊 の周 囲 には線 維 芽 細 胞 を含 む

線 維 性 組 織 があり，線 維 芽 細 胞 の一 部 が GFP に対 して陽 性 を示 した．線 維

芽 細 胞 は細 胞 膜 が GFP に染 色 され細 胞 質 はヘマトキシリンに淡 染 された．6

か月 経 過 すると，縫 合 糸 に対 して増 殖 した Mφの集 塊 は GFP 陽 性 を示 した．

細 胞 の塊 の外 周 は GFP に染 色 され，内 部 はヘマトキシリンと GFP で染 色 され

ている部 位 が入 り組 んでいた（図 3- f）．  

 

Vicryl  rapide ®  
に対 する組 織 反 応  

病 理 組 織 学 的 検 討 の結 果  



Vr は埋 入 2 週 間 後 では縫 合 糸 の形 状 の空 隙 があり，中 には糸 の残 留 物 が

あるものもあった．その周 囲 には Mφが増 殖 していた．そして FBGC と線 維 芽 細

胞 は疎 らに認 められた（図 4-a）．1 か月 では Mφが泡 沫 状 を呈 しており，大 小

様 々な白 く抜 けた空 隙 があった．核 は円 形 や楕 円 形 を呈 していた．そして線 維

芽 細 胞 の数 は減 少 し FBGC はほとんどみられなかった（図 4-b）．3 か月 では多

少 縫 合 糸 に 対 し て 増 殖 し た 細 胞 の 残 渣 と 考 え ら れ る 塊 が 存 在 し て い た （ 図

4-c）．6 か月 では明 確 な組 織 を摘 出 することができなかった．  

 

IHC の結 果  

GFP に つ い て は 埋 入 2 週 の 縫 合 糸 の 形 状 の 空 隙 の 周 囲 に あ る M φ と

FBGC はすべて GFP 陽 性 であった．細 胞 は細 胞 膜 が GFP に濃 染 し細 胞 質

は GFP に淡 染 していた．核 はヘマトキシリンに染 まっていた．細 胞 内 部 には細

胞 質 を圧 排 し貪 食 物 と思 われる物 が認 められ，ヘマトキシリンに淡 染 していた．

FBGC は細 胞 膜 が GFP に染 まり，細 胞 質 はヘマトキシリンに淡 く染 まっていた．

増 殖 した肉 芽 組 織 の最 外 層 の線 維 性 組 織 は GFP 陰 性 であった（図 4-d）．1

か月では 泡沫状を 呈した Mφが GFP 陽 性 を示 した．Mφは細 胞 膜 が GFP

に染 色 され，細 胞 内 部 は白 く抜 けていた．3 か月で は 多 少 縫 合 糸 に対 して増

殖 した細 胞 の残 渣 と考 えられる塊 が GFP に対 して陽 性 を示 した．  

 

 

考 察  

 

生 体 の内 部 に用 い られ る 吸 収 性 縫 合 糸 を生 体 の内 部 に埋 入 して ，そ の後

の変 化 について検 証 した論 文 はたくさんある．その多 くは臨 床 における異 物 肉

芽 腫 出 現 の報 告 や 臨 床 導 入 前 の治 験 、強 度 を 検 討 する 理 工 学 的 な 観 点 か

らのもので古 くからなされている
4 - 1 2 ）

．  

水 溶 性 の高 分 子 材 料 の吸 収 性 縫 合 糸 としての可 能 性 を検 討 した基 礎 的 な

研 究 としては，今 給 黎
1 3 ）

が PVA について詳 細 に行 っており，その臨 床 応 用 の

可 能 性 が高 いと結 論 付 けられ，以 前 は臨 床 で用 いられていた．さらに，各 種 の

縫 合 糸 を理 工 学 的 および動 物 実 験 によって一 部 は病 理 組 織 学 的 にも比 較 検



討 したものもある
1 0 - 1 7 ）

．いずれにおいても特 定 の時 期 における異 物 肉 芽 の発

現 を確 認 しているが，経 時 的 には追 究 されていない．  

臨 床 での使 用 経 験 を含 めた研 究 としては，ポリグリコール酸 やナイロンなどの

各 種 縫 合 糸 をラッ トの背 部 皮 下 組 織 内 に埋 入 し た後 の組 織 反 応 について検

討 し ，そ れ ぞれ 吸 収 速 度 が異 な る 事 を 示 す と 共 に，そ の臨 床 応 用 につ いて 良

好 であることを述 べている
1 4 )

．しかし，その過 程 において若 干 の異 物 巨 細 胞 を

含 む肉 芽 組 織 の出 現 を観 察 しているだけである．  

夫 々の研 究 者 による実 験 において，各 種 の吸 収 性 縫 合 糸 に関 しその多 くは

若 干 の Mφなどが出 現 するものの，炎 症 性 反 応 は軽 微 で時 間 の経 過 とともに

吸 収 されていくと結 論 付 けている
1 0 - 1 2 , 1 5 ）  

さらに，縫 合 糸 以 外 にも同 種 の材 料 による生 体 内 に応 用 する材 料 があり，そ

れに対 す るに組 織 内 埋 入 実 験 による病 理 組 織 学 的 な検 討 もな されており ，い

ずれも Mφや多 核 巨 細 胞 が出 現 して処 理 する過 程 を観 察 している
1 8 , 1 9 ）

．  

ヒトに対 す る 検 討 結 果 も 報 告 され てお り ，歯 周 組 織 にお ける 各 種 縫 合 材 料

に関 する検 討 として伊 藤
2 0 ）

の報 告 もある．それは臨 床 的 ならびに病 理 組 織 学

的 に検 討 し ，炎 症 反 応 が惹 起 され る 事 ，種 類 によっ て 組 織 反 応 が異 なる 事 ，

またそれらは構 造 によって生 じる可 能 性 がある事 などである．  

今 回 検 討 した V は，臨 床 に広 く使 用 されている代 表 的 な吸 収 性 縫 合 糸 の

一 つである．当 然 日 本 においては，厳 格 な審 査 によって認 可 承 認 されたもので

ある．しかし，その文 献 （説 明 書 ）
2 1 )

には，生 体 内 での抗 張 力 保 持 期 間 や吸 収

期 間 が記 載 されているのみで，それによって生 じる組 織 反 応 に関 する詳 細 なデ

ータは公 表 されていない．  

しかしながら，現 在 用 いられている各 種 の吸 収 性 縫 合 糸 によって形 成 された

肉 芽 腫 に関 する報 告 もある事 か ら
2 2 , 2 3 ）

，その理 化 学 的 性 格 （ 化 学 構 造 ，理

工 学 的 所 要 性 質 ）だけでなく，生 体 に応 用 した場 合 における 吸 収 や貪 食 によ

って処 理 される過 程 に関 する基 礎 的 な研 究 が求 められると考 えられる．  

著 者 が渉 猟 した限 りにおいて公 表 されている研 究 成 果 を要 約 すると，その多

くは生 体 内 に埋 入 後 に若 干 の肉 芽 組 織 の増 殖 が確 認 しているが，その組 織 に

対 する起 炎 作 用 や為 害 作 用 は弱 いと結 論 される
2 3 ）

．しかし，吸 収 性 縫 合 糸 の

生 体 組 織 内 で の挙 動 や 組 織 反 応 の詳 細 は，完 全 に明 らか にされ て い ない部



分 がある．そこで今 回 は，歯 科 口 腔 領 域 においても時 として外 科 処 置 における

縫 合 時 に用 いられる代 表 的 な吸 収 性 縫 合 糸  であり、また研 究 開 始 当 時 に著

者 が臨 床 で使 用 していた V（#4-0）
1 ）

を用 いて，これに対 するラット皮 下 組 織 反

応 を追 究 することとし，今 回 の実 験 に至 ったのである．  

本 研 究 でラットを用 いたのは，左 右 の背 部 皮 下 組 織 内 に 2 種 の縫 合 糸 を埋

入 するためである．すなわちマウスでは大 きさ的 に 2 か所 に埋 入 することは難 し

かったためである．ま た，今 回 の実 験 にお いて，縫 合 糸 を束 状 にした上 で埋 入

した。これは組 織 反 応 部 位 を明 確 に確 認 できるようにするためである。  

そ の結 果 ，埋 入 し た吸 収 性 の縫 合 糸 に対 し て ，そ のい ずれ におい ても 肉 芽

組 織 の増 殖 があった．しかし，この反 応 は V において強 く現 れ，Vr では極 めて

弱 かった．これは V が生 体 内 で徐 々に分 解 される時 に時 間 が掛 かり，少 なくとも

一 部 で貪 食 によって処 理 される為 であることが推 察 された．一 方 ，Vr は貪 食 で

はな く，そ の初 期 か ら加 水 分 解 によっ て 低 分 子 化 され 生 体 内 で溶 解 し ，吸 収

によって処 理 されるからであろう．  

V と Vr は同 じ化 学 構 造 （図 5）かつ糸 の立 体 的 構 造 （図 6）であるにも関 わ

らず吸 収 速 度 が異 なる．これは両 者 で滅 菌 過 程 が異 なっているためだと考 えら

れる．V はガス滅 菌 であるのに対 して Vr は放 射 線 滅 菌 が施 されている
2 4 )

．放

射 線 を 照 射 される こと により縫 合 糸 が分 解 されやす くな り，そ の結 果 吸 収 速 度

が速 くなっていると推 測 される．  

病 理 組 織 学 的 に比 較 したとき，2 週 においては V と Vr で縫 合 糸 があった部

位 に対 して空 隙 が存 在 していたことに関 しては共 通 であったが，その様 子 は異

なっていた．Mφが V においては細 胞 質 内 が淡 く紫 色 に染 まり細 胞 外 形 が類

円 形 を呈 しているのに対 し，Vr では細 胞 質 内 が紫 色 に染 まり細 胞 外 形 が不 定

形 であった．これは縫 合 糸 の吸 収 速 度 の違 いにより，Mφによる貪 食 の程 度 に

違 いがあるためと考 えられる．FBGC は V と比 較 して Vr ではその数 は少 なく，

大 きさは小 さかった．1 か月 以 降 では経 時 的 に両 者 の組 織 像 を比 較 すると，そ

の様 子 は大 きく異 なっていた．  

GFP 骨 髄 移 植 ラットの実 験 では縫 合 糸 埋 入 部 に供 給 される細 胞 が骨 髄 か

らのものであることを想 定 して骨 髄 移 植 モデルラットを用 いて行 った
2 5 - 2 7 ）

．GFP

トランスジェニックラットは，組 織 を構 成 する細 胞 の全 てが GFP タンパクを発 現 し



ており，移 植 した骨 髄 由 来 細 胞 がどのような細 胞 に分 化 しても，GFP タンパクを

有 するため，分 化 した細 胞 の追 跡 が可 能 である．Tsuj igiwa らは，この技 術 を

用 いてこれまでに骨 髄 由 来 細 胞 の多 分 化 能 に関 する研 究 を行 い，歯 および歯

周 組 織 構 成 細 胞 などに移 動 ・分 化 することを明 らかにした
2 8 ）

．すなわち，移 植

骨 髄 由 来 GFP 陽 性 細 胞 は，移 植 後 1 か月 と言 う短 期 間 での内 に口 腔 領 域

に移 動 して来 ており，歯 とその関 連 組 織 に分 布 するということが明 らかになって

いる．同 じ研 究 グルー プによって，マウスの歯 周 組 織 においては，樹 状 細 胞 様

細 胞 ，ランゲルハンス細 胞 ，破 骨 細 胞 ，さらに歯 根 膜 線 維 芽 細 胞 や一 部 の血

管 内 皮 細 胞 などが GFP 陽 性 を示 したと記 載 している
3 1 - 3 3 ）

．本 実 験 と同 様 に

皮 下 組 織 内 にコレステリン結 晶 を埋 入 した Sakai らの実 験
3 4 ）

においてもコレス

テリン結 晶 の周 囲 に GFP 陽 性 を示 す Mφと FBGC が出 現 したと報 告 されてい

る．これは Mφと FBGC が骨 髄 組 織 から供 給 されていることを示 している．この

報 告 を元 に，今 回 は Mφと FBGC 以 外 の構 成 細 胞 も骨 髄 組 織 が供 給 されて

いることを想 定 し，GFP 骨 髄 移 植 ラットを本 実 験 に用 いた．  

今 回 の実 験 において，GFP について免 疫 組 織 学 的 に検 討 した結 果 ，縫 合

糸 を埋 入 した部 位 に増 殖 した肉 芽 組 織 の細 胞 はほぼすべて GFP 陽 性 であっ

た．そして肉 芽 組 織 内 には，極 めて少 量 の線 維 芽 細 胞 と膠 原 線 維 が介 在 して

おり，その線 維 芽 細 胞 の一 部 は GFP 陽 性 だったが，大 半 は陰 性 であった．こ

れは骨 髄 組 織 から供 給 されたものと、皮 下 組 織 内 にもともとあったものが混 在 し

ていると言 えるであろう．そして縫 合 糸 が吸 収 ・消 失 し，空 隙 を正 常 組 織 で満 た

そうとする過 程 であると推 察 される．なお，一 部 で GFP 陽 性 を示 した線 維 芽 細

胞 は Sakai ら
3 4 ）

の結 論 と同 様 に，これらの細 胞 も短 期 間 に多 量 に増 殖 した場

合 で ある ので ，その場 で の分 裂 ・ 増 殖 だけで な く，骨 髄 か ら供 給 され ている こと

が明 らかとなった．  

 

 

結 論  

 

今 回 の実 験 において V と Vr のいずれにおいても Mφ主 体 の組 織 増 殖 があ



った．しかし様 子 は異 なっており，V の方 が強 く現 われ，Vr では弱 かった．これ

は V と Vr の滅 菌 方 法 による違 いにより分 解 ・吸 収 速 度 が異 なり，Vr は滅 菌 過

程 におい て 放 射 線 を照 射 される ため 分 解 ・吸 収 されや すい ためで ある ．そのた

め Mφは V と比 べて少 なく，FBGC の数 は少 なく，細 胞 の大 きさが小 さい．そし

ていずれにおいても発 現 した肉 芽 組 織 は GFP に対 して陽 性 を示 したことから骨

髄 から供 給 されていることが明 確 となった．  
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図１ GFP 骨髄移植ラットの作製過程 

 

 

 

図 2 使用した Vicryl®（左）と Vicryl rapide®（右）のパッケージと縫合糸 

 



 

図 3 Vicryl®に対して増殖した組織の病理組織（HE 染色）像と免疫染色（GFP 染色）像．1

か月までは Mφと FBGC の増殖がみられる．そしていずれも細胞質が GFP に対して陽性反応

を示している．3 か月以降では Mφの残渣が集塊として確認され，6 か月においても縮小し

て腫瘤状として残存した．この腫瘤は GFP 陽性を示した． 

a：HE 染色 2 週例；b：HE 染色 1か月例；c：HE 染色 3 か月例；d：HE 染色 6か月例；e：GFP

染色 2週例；f：GFP 染色 6 か月例；Scale bar：100µm． 

 

 



 

図 4 Vicryl rapide®に対して増殖した組織の病理組織（HE染色）像と免疫染色（GFP 染色）

像．2週では Mφの増殖はあるが FBGC はわずかに発現した．1 か月後には泡沫状を呈し，3

か月では腫瘤状として残存した．いずれも Mφの細胞質は GFP 陽性を示した． 

a：HE 染色 2週例；b：HE 染色 1か月例；c：HE 染色 3 か月例；d：GFP 染色 2週例；Scale bar：

100µm． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

図 5 ポリグラチンの化学構造式 

 

 

図 6 Vicryl®と Vicryl rapide®の糸の構造の模式図．細い糸が編み込まれた編み糸構造と

なっている．（株式会社アトムベッツメディカルのホームページより引用） 

 



 [図の説明] 

図 1. Vicrylに対して増殖した組織の病理組織（HE染色）像と免疫染色（GFP

染色）像。1か月まではMφと FBGCの増殖がみられる。そしていずれも細胞

質が GFP に対して陽性反応を示している。3 か月以降では Mφの残渣が集塊

として確認され，6 か月においても縮小して腫瘤状として残存した。この腫瘤

は GFP陽性を示した。 

a：HE染色 2週例；b：HE染色 1か月例；c：HE染色 3か月例；d：HE染

色 6か月例；e：GFP染色 2週例；f：GFP染色 6か月例；Scale bar：100µm。 

 

図 2. Vicryl rapideに対して増殖した組織の病理組織（HE染色）像と免疫染色

（GFP染色）像。2週ではMφの増殖はあるが FBGCはわずかに発現した。1

か月後には泡沫状を呈し，3か月では腫瘤状として残存した。いずれもMφの

細胞質は GFP陽性を示した。 

a：HE染色 2週例；b：HE染色 1か月例；c：HE染色 3か月例；d：GFP染

色 2週例；Scale bar：100µm。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中安喜一ほか：吸収性縫合糸ポリグラチン 2種に対する組織反応の比較 
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中安喜一ほか：吸収性縫合糸ポリグラチン 2種に対する組織反応の比較 

  



図２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中安喜一ほか：吸収性縫合糸ポリグラチン 2種に対する組織反応の比較 


